
 

 

 

 

 

 

 

第第 11章章  序序章章  

 

 

 

 

 

教科指導重点コース・造形創造科学系（保健体育） 

　　　　　　　氏名穴井 聡 

11..11  今今日日的的教教育育課課題題  

 保健体育編の中学校学習指導要領（平成29年告示）

解説における保健体育科改訂の趣旨及び要点の記述

によれば、平成 20 年改訂の学習指導要領の課題とし

て、以下の3点が挙げられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように子どもたちの「運動離れ」が深刻化して

いる。また、要点の中では【生涯にわたって豊かなス

ポーツライフを実現する基礎を培うことを重視～。】

【体力や技能の程度，性別や障害の有無等にかかわら

ず運動やスポーツを楽しむことができるようにする

～。】と述べられている。以上のことから、「レクリエ

ーションを目的として、誰もが、いつでも、どこでも

気軽に参加できるスポーツ」である生涯スポーツの実

現が求められていると考える。梅澤（2016）は、保健

体育科の目指すものとして「運動有能感を全員が持つ

ことのできる授業」を示している。（運動有能感とは

「できるという自信・仲間や教師から受け容れられて

いるという自信」などからなるものである。）そのた

めに、すべての学習者に「運動の特性＝『その運動な

らでは』の面白さ」に没頭させる学習デザインが重要

だと述べている。連携協力校においても、単元間にお

いて行われる「卓球やバトミントンなど好きな種目を

行う」時間では、すべての子どもが夢中で運動に取り

組んでいた。その理由として、こういった時間は「遊

び」として運動に取り組んでいるからではないかと感

じたことがあった。カイヨア（1970）は、スポーツと

は「制度化された遊び（プレイ）」と述べている。ま

た、スポーツ（SPORTS）の語源は「disport/楽しむ・

遊ぶ」に由来する。 

 以上のことから「遊び」を教材化することで、学習

指導要領の示す子ども像を実現できると考えた。そこ

で、本研究では「遊びの教材化」という考え方とその

具体的な中学校保健体育科の試行的授業実践を提案

することを目的とする。 

11..22  子子どどもものの実実態態  

 連携協力校においての保健体育科の授業は、男女別

習で行われている。学校生活の内外で子どもたちの姿

を観察していると、放課後といった時間には校区内の

公園でサッカーやバスケットボールといった運動を

行っている。こういった姿から、運動遊びに対しての

意欲が高いと考える。しかし、授業の様子を観察して

いると、昨年度の実践においては意欲的に活動に参加

する子どもがいる一方で、1クラスには試合中に何も

せずに佇んでいる子どもが１人存在していた。そこで、

筆者が「参加しないの？」と尋ねると「いや、邪魔に

なるので。」とその子どもは答えていた。また、「球技

（ゴール型）サッカー」の授業観察を行う中でスキル

ドリル練習に励む子どもに「サッカー好きなの？」と

尋ねると「好きじゃないけど、成績のためだから。」

と答える子どもの姿もあった。 

こういった子どもの姿から、本実践においては運動

の持つ面白さや楽しさを子どもたち全員に味わわせ、

実践後には子どもたちから「楽しいから、もっとやり

たい。」といった声を引き出すことができる授業を目

指す。 

  

第第 22章章  テテーーママ設設定定にに関関すするる基基本本的的なな考考ええ方方  

22..11  「「遊遊びび」」のの本本質質  

 本研究においては、上記で述べたように子どもたち

に「遊び」として活動に取り組んでもらうことで、子

どもたちの活動に対しての意欲を引き出しながら技

能の習得といった授業目標も達成することを目指し

た。では、「遊び」とはいったいどのようなものであ

りどのような価値があるのかについて以下で述べる。 

「遊び」について、【遊びは予め決められた目的を

持たない、肉体的、性格、知性の教育に見える。ただ

し、それらは遊びの本質ではなく付加価値に溜るの

だ。】とロジェ・カイヨア，多田道太郎・塚崎幹夫（1990）

では述べられている。では、遊びの本質とは何である

のか。【遊びは自由で任意の活動であり、喜びと楽し

みの源である】清水幾太郎，霧生和夫（1970）と述べ

られていることから、「遊び」の本質とはある活動（面

白い＝ワクワクする）に対して夢中になって取り組ん

でいる（没頭している）ことであると考える。このこ

「「遊遊びびのの教教材材化化」」かからら考考ええるる保保健健体体育育科科教教育育のの試試行行的的実実践践  

－－生生涯涯ススポポーーツツのの実実現現にに向向けけてて－－  

・習得した知識や技能を活用して課題解決するこ

とや学習したことを相手に分かりやすく伝える

こと。 

・運動する子供とそうでない子供の二極化傾向が

見られること。 

・子供の体力について、低下傾向には歯止めが掛か

っているものの、体力水準が高かった昭和60年

頃と比較すると、依然として低い状況が見られ

ること。 
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とに加えて、松田恵示（2016）は【活動に対して夢中

になればなるほど、その付加価値とされる（肉体的、

性格、知性の教育）は豊かになる】と述べている。 

「遊び」によって育成される付加価値について、学

習指導要領『各分野の目標及び内容，体育分野（p30）』

の目標と照らすと、肉体的とは「基本的な技能」のこ

とであり、性格とは「公正に取り組む，互いに協力す

る，自己の役割を果たす，一人一人の違いを認めよう

とする，自己の最善を尽くすといった態度」であり、

知性とは「合理的な判断に向けて思考し判断し，他者

に伝える力」である。こういったことから、保健体育

科において体育分野の活動に「遊び」の要素を含んだ

活動を取り入れていくことで、その付加価値とされる

「知識及び技能，思考力・判断力・表現力，学びに向

かう力・人間性」についても育成できるのではないか

と考える。また、その授業活動に子どもが夢中になれ

ばなるほど、付加価値としての「知識及び技能，思考

力・判断力・表現力，学びに向かう力・人間性」の教

育も豊かになるのではないかと考える。 

22..22  「「遊遊びび」」のの特特徴徴  

ロジェ・カイヨア，多田道太郎・塚崎幹夫訳（1990）

は「遊び」の特徴について『遊びと人間』において以

下のように6つに分けて述べている。 

⑴⑴自自由由なな活活動動  

「遊ぶ人がそれを強制されないこと。もし、強制され

たとすれば、遊びはたちまち魅力的な愉快な楽しみと

いう性質を失ってしまう。」 

⑵⑵分分離離ししたた活活動動  

「あらかじめ定められた時間や間の範囲内に制限され 

ていること。」 

⑶⑶未未確確定定のの活活動動  

「ゲーム展開が決定されていたり、先に結果がわかっ

ていたりしてはならない。創意の必要があるのだから、

ある種の自由が必ず遊戯者側に残されていなくてはな

らない。」 

⑷⑷非非生生産産的的なな活活動動  

「財産も富もいかなる種類の新要素も作り出さないこ

と。遊戯者間での所有権の移動をのぞいて、勝負開始

時と同じ状態に帰着する。」 

⑸⑸規規則則ののああるる活活動動  

「約束ごとに従う活動。この約束ごとは通常法規を停

止し、一時的に新しい法を確立する。そしてこの法だ

けが通用する。」 

⑹⑹虚虚構構的的活活動動  

「日常生活と対比した場合、二次的な現実、または明

白に非現実であるという特殊な意識を伴っているこ

と。」 

⑵⑷⑸については、普段の授業においても実現され

ているように感じる。⑹について、教室内で過ごすこ

とが主である学校生活において、ほとんどの時間を屋

外（体育館やプール）で過ごす保健体育科は子どもた

ちにとっては非現実ということから実現されている

と考える。しかし、⑴⑶については上記（1.2生徒の

実態）で述べたように実現されているとは考えにくい。 

22..33  「「遊遊びび」」のの分分類類  

ロジェ・カイヨア，多田道太郎・塚崎幹夫訳（1990）

は、『遊びと人間』において、人の還元不可能な本質

的衝動に基づいて「遊び」を4つに分類した。 

⑴⑴アアゴゴンン（（AAggoonn））  

「競争」の形をとる遊び。ここでは、人為的に平等の

チャンスが与えられており、その中で競い合う。ボク

シングやサッカー、オセロといったものがこれに含ま

れる。 

⑵⑵アアレレアア（（AAlleeaa））  

ラテン語で「さいころ遊び」を意味する。アゴンとは

正反対に、遊戯者の力の及ばない決定（運・偶然の気

紛れ）の上に成り立つ遊び。ルーレットやくじといっ

たものがこれに含まれる。 

⑶⑶ミミミミククリリ（（MMiimmiiccrryy））  

遊戯人が、虚構的な世界を一時的に受け入れて架空の

環境において活動を展開するもの。英語では「真似」

になる。演劇や子どものものまねがこれに含まれる。 

⑷⑷イイリリンンククスス（（IIlliinnxx））  

「めまい」の追求に基づくもろもろの遊びのこと。一

時的に知覚の安定を破壊し、心地よいパニック状態

（官能的なパニック状態）におとしいれようとするも

の。メリーゴーランドやブランコといったものがこれ

に含まれる。 

これら4つに分類される「遊び」であるが、さらに

パパイイデディィアア（自由で統制されていない気紛れのような

活動【遊戯】）とルルドドゥゥスス（故意に窮屈なルールを設

けることで活動の中で緊張を求める活動【競技】）と

いう2極が存在し、パパイイデディィアアからルルドドゥゥススへと「遊

び」は発展していくと述べられている。 

図図 11遊遊びびのの分分類類「「遊遊びびとと人人間間」」をを参参考考にに筆筆者者がが作作成成  

球技【ゴール型】で例えると、子どもによって様々

な楽しみ方がある。「サッカーでドリブルやキックを

友人と競う」（（アアゴゴンン，，AAggoonn））楽しみもあれば、「試合

前にボールの所有権やコート選択の権利を競う，コイ
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ントスやじゃんけん」（（アアレレアア，，AAlleeaa））を楽しむこと

もある。「プロスポーツ選手のプレーや動き，格好を

真似る」（（ミミミミククリリ，，MMiimmiiccrryy））楽しみもあれば、「サ

ッカーでオーバーヘッドキックを行う」（（イイリリンンククスス，，

IIlliinnxx））という楽しみ方もある。また、初めのうちは

「単に 1 人や数人で上記のような活動を行うことで

楽しむ」（（パパイイデディィアア））を行うが、活動の時間が増え

るにしたがって「試合の中で，ルールや試合時間，敵

といった制限の中で行う楽しみ方」（（ルルドドゥゥスス））を行

っていくようにもなり得る。 

このように、球技【ゴール型】という1つの活動の

中にも様々な面白さが存在し、自由で気紛れな遊戯的

活動からルールを設けることで活動の中で緊張を求

める競技的活動へと発展していく。 

 

第第 33章章  研研究究のの構構想想  

33..11  目目指指すす子子どどもものの姿姿  

 上記で述べた基本的な考え方と子どもの実態から、

本研究での目指す子ども像について以下のように設定

した。 

※※「「学学びびをを深深めめるる」」ととはは、、「「肉肉体体的的、、性性格格、、知知性性のの教教育育」」

ロロジジェェ・・カカイイヨヨアア（（11999900））のの述述べべるる遊遊びびのの付付加加価価値値のの

ここととででああるる。。  

 「運動を自ら創造し、その運動を全力で楽しみなが

ら学びを深めることができる子ども。」を、授業の中で

具体的な姿で述べると以下のようになる。 

33..22  球球技技【【ゴゴーールル型型，，フフロロアアササッッカカーー】】教教材材ににつついいてて  

33..22..11  球球技技【【ゴゴーールル型型】】ににつついいてて  

ゴール型のゲームは、攻めと守りが入り乱れる攻守

一体型のゲームである。ゴール型では基本的にパスの

制限がなく、ボールの保持（キープ）も行うことがで

き、その場の判断力が求められる。そのため、空間へ

の意識が他の型よりも持ちやすく、ボールを持ってい

ない場合の動きを学びやすい。また、用具をあまり必

要とせず、ボールさえあれば行うことができる。以上

のことから「子どもたちがスポーツを創造しやすい」

「自分だけでなく仲間の視点からもルールの工夫を考

えられる」「実践後にも子どもたちだけで行うことがで

きる」という点で適していると考える。そこで、本研

究ではゴール型教材を用いて授業づくりを行っていく。 

33..22..22  「「フフロロアアササッッカカーー」」のの教教材材価価値値  

 フロアサッカーとは、ドッチビー（図 2）をボール

として室内で行うことのできるゴール型のゲームであ

る。本研究において、フロアサッカーを教材とするこ

との価値について目指す子ども像と関連して以下に示

す。 

○自分たちだけのスポーツを子ども自ら創造する 

・フロアサッカーではドッチビー（図 2）をボール

として使用する。そのため、多くの子どもが初め

て出会うスポーツであるから、子どもたちの自由

な発想を引き出すことができ、より遊びに近い意

識で活動に取り組むことができる。 

 

○ルールを工夫して活動に取り組む 

・比較的ボール操作が容易でありボールの速度が遅

いため、技能差が生まれにくく子どもたちが活動

に夢中になって取り組むことができる。 

・技能差が生まれにくいため、勝利未確定性を子ど

もたちに保証することができる。 

図図２２  ドドッッチチビビーー  

33..22..33  昨昨年年度度のの授授業業実実践践よよりり  

教師力向上実習Ⅰ及び基礎において、球技【ゴール型】

ハンドボールの授業実践を行った。実践内容を以下に示

す。 

 対象は第1学年男子であった。計画では、初回に「ボ

ールを使ったゲーム」と称して教師からルールを以下の

ように提示し、単元前半で「みんなが楽しめるルールを

作ろう」という目標で活動を行った。その後、単元後半

において、前半で作成された独自のルールに則って試合

誰もが楽しむことのできる運動を自ら創造し、そ

の運動を全力で楽しみながら行うことを通して、

学びを深めることができる子ども。 

○与えられた環境や教材で自分たちだけのスポー

ツを創造する 

○「みんなが楽しむことができるスポーツ」を実現

するためにルールを工夫して活動に取り組むこ

とができる 

・ゲーム時間は90秒×2セット。 

・プレーヤー人数は４～５人。 

・ゴールエリア，フリースローライン，ゴールキーパ

ーはつけない。 

・ゲームの開始時及び得点後はゴールラインからの

パスではじめる。 

・ドリブルはしない。 

※ゴールはハードルを用いた 

シュートを打つときは、手や足は使わずに頭や胴

などでボールを打つ。 

 ⇒⇒ロロンンググシショョーートトががででききなないい環環境境設設定定にによよっってて

「「空空間間をを作作りり出出すす・・ゴゴーールル前前へへのの侵侵入入」」とといいっったた

攻攻防防をを行行ううたためめ。。  
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を行い「どうすれば勝てるのか」という目標で活動を行

う予定であった。 

※※「「ボボーールルをを使使っったたゲゲーームム」」とと称称ししたた理理由由ににつついいてて  

「「ハハンンドドボボーールル」」とといいうう種種目目のの名名前前をを使使わわなないいここととでで、、

ハハンンドドボボーールルにに対対ししてて苦苦手手意意識識をを持持つつ生生徒徒のの意意欲欲もも引引

きき出出すすたためめででああるる。。  

上記のように初回に教師からルールを提示した。なお、

範囲については、14ｍ×11ｍの長方形とした。また、ゴ

ールについては、単元当初ハードル 1 つで行っていた。

しかし、子どもたちからの意見によって第2 時からは、

より得点し易いよう図 3

のようなハードルを3つ

用いた3面型のゴールを

採用した。 

図図33  33面面型型ゴゴーールル  

※※「「ドドリリブブルルななしし」」ととししたた理理由由ににつついいてて 

  本本単単元元実実践践のの前前、、ササッッカカーーのの授授業業をを観観察察すするる中中ででドドリリ

ブブルルをを決決ままっったた生生徒徒がが行行っってていいるるよよううにに感感じじたた。。そそれれにに

よよりり、、ボボーールル保保持持ややゲゲーームム参参加加ににつついいてて、、行行ええてていいなないい

よよううにに見見ええるる生生徒徒ががチチーームムにに 11 人人ほほどどいいるるよよううにに感感じじ

たた。。そそののたためめ、、ドドリリブブルルををななししととししてて、、生生徒徒たたちちのの「「技技

能能差差」」をを埋埋めめるるここととでで全全員員参参加加ののゲゲーームムをを行行ううここととががでで

ききるるののででははなないいかかとと感感じじたた。。ままたた、、全全員員参参加加ののゲゲーームムをを

行行ううここととでで、、生生徒徒 11 人人 11 人人ののボボーールルにに関関わわるる時時間間やや仲仲

間間やや相相手手のの動動ききをを見見るる時時間間がが増増ええ「「みみんんなながが楽楽ししめめるるルル

ーールル」」ににつついいててのの気気づづききがが生生ままれれややすすくくななるるののででははなないい

かかとと考考ええたた。。  

  なお、本実践の中で授業展開については、スキルドリ

ルといった技能を高めることを目的とする活動は一切

行わず、ゲームと振り返り（授業冒頭での前時の振り返

り・ゲーム間での自主的な話し合い）で展開した。 

 授業を展開していく中で、「コート範囲・プレーヤー

人数・ゴール」といった視点でのルールの工夫につい

て意見が出てきた。また、活動時の子どもの姿や振り

返りシートにおいて「基本的ボール操作・空間に走り

込む・空間を作り出す」といったことに迫る気づきや

姿があった。緊急事態宣言発令により、単元前半で中

止となったが継続することで「シュートをコントロー

ルする・ボールをキープする」といったことに対して

の気づきが期待された。 

 しかし、授業観察において単元後半においても活動

に参加することができていない子どもがいるといった

課題もあった。こういった姿からは、活動を楽しんで

いるとは考えにくい。また、2.1 で述べたようにその

付加価値とされる「肉体的、性格、知性の教育」も欠

けていると考える。 

以上のことから、本実践研究においては2.1で述べ

た「ある活動（面白い＝ワクワクする）に対して夢中

になって取り組んでいる（没頭している）」という遊び

の本質に子どもがより迫ることができるように遊びづ

くり（運動をつくる）段階から子どもたち主体で行う

こととした。 

33..33  実実践践のの計計画画  

 本研究では、授業実践における学習内容を①①遊遊びびづづ

くくりり②②遊遊びびのの工工夫夫③③遊遊びびののたたししかかめめという形で3段階

に分けて実践計画を作成した。それぞれの段階におい

て、どのような活動を行ったのかについて以下の図 4

に示す。3.2.3で述べたように、子どもたちがより「遊

びの本質」に迫ることができるよう①遊びづくりの段

階を設定した。詳細については、4.3で示す。 

①①遊遊びびづづくくりり  

・教材との出会い 

 用意された教材を使って、自

由に活動する。 

・オリエンテーション 

授業目標と学習の進め方を

確認する。 

②②遊遊びびのの工工夫夫  

・みんなが楽しめルールづくり 

 活動を行う中で出てきた課

題について工夫を考えて、み

んなが楽しむことのできる

ルールづくりを行う。 

③③遊遊びびのの確確かかめめ  

・自分たちのゲームを楽しむ 

 完成したルールの下でリー

グ戦を行う。 

図図 44  実実践践計計画画  

※※〈〈話話合合いいやや教教ええ合合いいのの場場のの設設定定ににつついいてて〉〉  

  連連携携協協力力校校ににおおいいてて、、長長年年体体育育教教諭諭をを務務めめるる栗栗林林

（（22001144））はは【【中中学学生生のの生生徒徒たたちちはは、、試試合合のの途途中中でで必必要要

にに応応じじてて主主体体的的なな教教ええ合合いいやや学学びび合合いいをを行行ううここととがが

ででききるる。。ココミミュュニニケケーーシショョンンににつついいててもも、、試試合合のの中中でで

「「ナナイイシシュューー、、ドドンンママイイ」」とといいっったた言言葉葉がが飛飛びび交交っったた

りり、、ハハイイタタッッチチでで喜喜びびをを表表現現ししたたりりししてていいるる。。】】とと述述べべ

てていいるる。。ままたた、、活活動動中中にに教教師師かからら意意図図的的にに話話しし合合いいをを

行行わわせせるるここととはは、、22..11 でで示示ししたた遊遊びびのの本本質質やや 22..22 でで示示

ししたた遊遊びびのの特特徴徴⑴⑴やや⑹⑹をを欠欠くくとと考考ええるる。。そそののたためめ、、本本

研研究究ににおおいいててはは話話合合いいやや教教ええ合合いいのの場場をを教教師師かかららはは

設設定定ししなないいここととととししたた。。  

33..44  研研究究仮仮説説  

33..55  研研究究のの手手立立てて  

33..55..11  手手立立てて①①「「出出会会いいのの工工夫夫」」  

 3.2.3 で述べたように、昨年度の授業実践において

は初めに教師からルールを提示して活動を行った。そ

中学校第1第 2学年、保健体育科球技【ゴール型】

の学習において、以下の手立てを行うことで3.1に

示す目指す子ども像に迫ることができるであろ

う。 

手立て①「出会いの工夫」 

手立て②「単元構成の工夫」 

攻 
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こで本単元は、より子どもたち主体で活動を行うため

いくつかの教材と図5に示す板書を用意し教師からの

指示を一切せず「遊びづくり」の活動を子どもたちだ

けで行わせる。 

 また、事前に行う内容などは子どもたちに伝えない

ようにする。こうすることで、3.2.2 で述べたフロア

サッカーの教材価値をより活かすことができると考え

た。また、ゴール型のゲーム（特にサッカー）に対し

て苦手意識を持つ子どもたちでも参加が容易になると

考える。 

図図 55  用用意意ししたた板板書書  

33..55..22  手手立立てて②②「「単単元元構構成成のの工工夫夫」」  

・・  ゲゲーームム中中心心のの展展開開  

 本単元は、ゲーム中心の単元構成で行う。廣瀬（2010）

は「ボール運動・球技の指導法」について【「ゲームは

ゲームで上手くなる」という発想のもと～ボールゲー

ムの授業から「何を学ぶのか」「なぜ学ぶのか」という

ことを学習者自身が思考する授業づくり～学習指導要

領では、この考え方がさらに強く引き継がれている】

と述べている。これは、2.1で述べた「遊びの本質」と

も「ある1つのことに夢中になることで、自然と知性

や技能も育成される。」という点で重なる。また、意味

のある技能を身につけるという視点でも、ゲームを重

ねること自体が知識・技能の伸長にも繋がると考える。

さらに、ゲーム数を増やすことで子どもはさらに活動

に対して夢中になり2.1で述べた「付加価値とされる

肉体的、性格、知性の教育」も豊かになると考える。 

33..66  研研究究構構想想図図  

  3.4 と 3.5 で述べた研究仮説や研究の手立てをまと

め、図6のように研究構想図を作成した。 

図図 66  研研究究構構想想図図  

33..77  検検証証方方法法  

33..77..11  授授業業のの様様子子かかららのの分分析析  

⑴⑴振振りり返返りりシシーートトのの分分析析  

 毎時の授業において、子どもに振り返りシートを記

入してもらう。その中で、授業活動に対して「面白か

ったこと・面白くなかったこと」を気づきや感想とし

て記入してもらう。また、毎時の目標を各自で設定し

その達成度や活動に対する満足度を自己評価（Ａ・Ｂ・

Ｃ）してもらう。その後、記述から子どもたちの気づ

きを整理する。 

図図 77  実実際際にに使使用用ししたた振振りり返返りりシシーートト  

用意した教材 

・ドッチビー ・カラーコーン ・ビブス 

・板書（図4） 

※ドッチビーについては、2つを固定し室内でもよ

く滑るように工夫したものを使用した。 

          〈ドッチビーの利点〉 

          ・操作が容易 

          ・当たっても痛くない 

          ・ボールに比べ速度が 

           出ない。 
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⑵⑵授授業業映映像像のの分分析析  

 活動の様子を撮影した映像を基に、子どもたちの姿

が2.1・2.2・2.3 で述べた遊びの本質に迫るものであ

ったか、遊びの特徴が表れているか、遊びの分類にお

いてどれに属するものかを整理し分析する。 

また、振り返りシートや子どもの姿の観察と照らし

て、2.1で述べた「付加価値とされる肉体的、性格、知

性の教育」があるかを整理し分析する。 

⑶⑶授授業業時時ににおおけけるる子子どどもものの姿姿のの観観察察  

 授業において観察記録を行い、子どもの発言や注目

すべき行動を記録する。その後、観察記録を基に活動

中の子どもの姿を整理し分析する。 

検証に際して、抽出児を1名設定する。この1名は、

昨年度からの授業観察を通して筆者が特に注目する子

どもである。 

 

第第 44章章  授授業業実実践践とと考考察察  

44..11  研研究究のの対対象象  

対 象 豊明市立公立中学校 第 2学年男子 

期 間 2021年 10月～11月 

単元名 球技【ゴール型】「フロアサッカー」 

44..22  単単元元目目標標  

図図 88  「「フフロロアアササッッカカーー」」単単元元目目標標  

44..33  単単元元計計画画  

  

図図 99  「「フフロロアアササッッカカーー」」単単元元計計画画  

44..44  抽抽出出児児ににつついいてて  

44..44..11  抽抽出出児児AA  

 抽出児 A は、1.2 で述べたように試合中 1 人佇む姿

があった剣道部に所属する子どもである。保健体育科

の授業では、特にゲーム時に孤立している姿がある。

また、ソフトボールの授業では、キャッチボールを行

う時に球への恐怖からか、涙し「やりたくない。」と筆

者に発言する姿もあった。しかし、武道「剣道」にお

いて「スポーツチャンバラ」を行う時や単元間の好き

な種目を行う時間では、笑顔で活動する姿もある。 

44..55  授授業業のの実実際際とと考考察察 

44..55..11  「「遊遊びびづづくくりり」」のの実実際際 

 第 1時「遊びづくり」の段階において授業の実際は

以下の通しであった。 

 第 1時において、全員が活動に参加することができ

るように授業者が提案を行った。提案の詳細について

は、4.5.2 で示す。提案を行った理由は、授業者も活

動の中では「遊び手の一員」と考えたからである。 

学びの振り返りについて、既習事項である保健体育

科保健分野「運動やスポーツの必要性と楽しさ」（図10）

に加え図11のようにまとめることで、「全力で楽しむ」

ことを子どもたちに意識させた。 

○○教教材材ととのの出出会会いい・・オオリリエエンンテテーーシショョンン  

 ・・用用意意さされれたた教教材材をを使使っってて自自由由にに活活動動すするる。。  

2.2 で述べた⑴自由な活動を子どもに保証

するため、授業者からの提案を行った。 

 ・・学学びびのの振振りり返返りり  

   学びの振り返りの中で、2.2で述べた⑴自由

な活動・⑶未確定の活動・⑸規則のある活動に

ついて子どもたちに示し「遊びながら学ぶ」と

いう目標を確認した。 
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図図 1100 運運動動ややススポポーーツツのの必必要要性性とと楽楽ししささ©©大大日日本本図図書書  

図図 1111  学学びびのの振振りり返返りり  

44..55..22  「「遊遊びびづづくくりり」」ででのの子子どどもものの姿姿とと考考察察  

 「遊びづくり」第1時では、はじめに生徒たちでや

りたいことを話し合った後、コート内でドッチビーを

当てられたらコートの外に出るといった内容の「球技・

ターゲット型」（図12）の活動を行っていた。 

図図 1122 活活動動すするる子子どどもも（（中中））とと当当ててらられれたた子子どどもも（（外外））  

  この活動中、活動に参加しない子ども（B児とする）

がいた。B 児は腕をけ

がしていた。授業者と

の会話の中で「本当は

やりたい、足でならで

きるのに。」と発言し

た。そこで、「B児もや

りたいと思っていて、

足でならできるけど。

足でする活動やって

みない？」と授業者から全体へ提案をした。その後、

足で行う「球技・ゴール型」のような活動（子どもた

ちは「サッカーっぽい競技」と称していた。）を行った。

その中では、B児も活動に参加することができていた。 

 抽出児Aは、「ターゲット型・ゴール型の活動」共に

参加せず隅に佇んでいた。また、抽出児A以外の数名

の子どもも活動に参加していない姿（C 児とする）が

あった。（図14） 

図図 1144  抽抽出出児児AAとと活活動動にに参参加加ししなないい子子どどもも  

N児に理由を尋ねると「密になるのはちょっと。」とい

う意見があった。そのため、活動後の学びの振り返り

（図11）時に、この意見を全体で共有し「人数・コー

ト」について工夫を考えていくことを確認した。 

 下記に示すのは、子どもたちの振り返りシートであ

る。 

『サッカーっぽいゲームは、激しいプレイが多く

身の危険を感じた。』 

『全体としてはおもしろかったけど、サッカーっ

ぽいやつをやったとき踏みながら進んだり突進し

てくる人がいて、うーんと思った。ルールをしっか

り理解して周りを見る。』 

『自分たちでルールを改善するのは、おもしろい。

ボールに触れない人が多かった→コートを大きく

していく。』 

考考察察  

○子どもたちが行った「ターゲット型・ゴール型の

活動」について、しっかりと確立されたルールがな

い状態で子どもたちは活動を楽しんでいた。こう

いったことから、これは 2.3 で示したパイディア

【遊戯】であったと考える。そのため、上記で示し

たような『身の危険を感じた。・うーんと思った。』

といったコメントが子どもから出たと考える。ま

た、遊びの本質について、参加しない子どもがいた

ことからも子どもがこの活動に夢中になっている

とは考えにくい。したがって、「肉体的、性格、知

性の教育」に迫る気づきがなかったと考えられる。 

○抽出児Aについて自己評価はC評価であり、『ル

ールの説明をもっと詳しく伝えてほしい。』とコメ

ントしていたことから活動に夢中になっていたと

は考えにくい。したがって、活動中に参加しないと

いった姿が生まれたと考えられる。 図図 1133  授授業業者者ととBB児児  

C児 
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44..55..33  「「遊遊びびのの工工夫夫」」のの実実際際  

 第 2時～第6時「遊びの工夫」の段階において授業

の実際は以下の通りであった。 

「遊びづくり」の段階での振り返りで「密になるの

はちょっと。」という意見が出てきたこと、その他にも

「人数が多すぎた。」という意見が多かったことを全体

で共有した。その後、上記で述べたルールづくりの視

点を基にルールの工夫を考えていった。授業展開につ

いては、「前時での気づきを共有→ルールづくりの視点

を確認→ゲーム→気づきの共有」といった形であった。

その結果、ゲーム名は「キッキングフリスビー」とな

り以下の図15に示すルールが完成した。 

図図 1155  完完成成ししたたルルーールル（（左左下下））  

44..55..44  「「遊遊びびのの工工夫夫」」ででのの子子どどもものの姿姿とと考考察察  

 「遊びの工夫」の段階においては「遊びづくり」の

段階と比較して、活動に対して夢中になっている子ど

もが多かった。そのため、子ども1人 1人の運動量も 

増加し、授業後半になるとフロアに横たわる子どもも

いた。（図 16）ゲームの中では、プレーヤー人数につ

いてのルールが設定されたことで「ゴールを狙ってパ

スする・ボールをキープする（図 17）」といった姿も

出てきていた。また、人数が設定されたことでそれに

伴ってコートや時間といったことについてもルールが

設定された。ゲーム中には、ハイタッチなどで喜びを

仲間と共有するといった子どもたちの姿（図18）が見

られた。さらに、ゲーム開始時のボール保有権を決め 

図図 1188  喜喜びびをを共共有有すするる  

るためにじゃんけんを活用するといった姿（図19）や

授業者からの指示が無くとも自然と話し合いを行うと

いった姿（図20）も授業の中で見られた。 

図図1199じじゃゃんんけけんんをを活活用用ししたた活活動動  図図2200話話しし合合いい活活動動  

 抽出児Aは「遊びの工夫」の段階において、第2時

第 3時を体調不良のため欠席していた。第4時からの

参加となったが、振り返りシートでは「楽しめた？」

への自己評価はC評価であり下記のようなコメントを

していた。その他、C 児については、ゲームの中でボ

ールを奪いに行ったりゴールを狙ったりと積極的に参

加している姿があった（図17右側）。下記に示すのは、

子どもたちの振り返りシートである。 

○○遊遊びびのの工工夫夫  

 ・・みみんんなながが楽楽ししめめるるルルーールルづづくくりり  

   ルールづくりの視点（人数・コート・プレイ

していて困ったこと）ごとにみんなが楽しむ

ためのルールの工夫についてゲームを通して

考えていった。その後、ゲーム名を決定した。 

  

※困ったことの内容 

  身体をわざと当ててくる人がいる。 

  ボールのキープ方法で踏みつけはずるい。 

図図 1166  疲疲れれてて横横たたわわるる  

『自分は攻めに向いていないと思った。』（第4時） 

『自分は余計なことはしない方がいいと思った。』

（第5時） 

『ゴール前を守れば良いと思った。前よりはうし

ろめたい気持ちが軽くなった。』   （第 6時） 

『ボールを多く回したほうがゴールになる』 

『パスだけでボールを運んでいくと、すぐパスカ

ットをされてしまうのでドリブルも少しいれるこ

とでゴールへ運びやすくする』 

『3人でゴールを目指す方がスムーズにいける。』 

『誰かの指示があれば点がたくさん決まるという

ことに気づいた』 

図図 1177  ボボーールルキキーーププ  

C児 
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44..55..55  「「遊遊びびののたたししかかめめ」」のの実実際際  

  第 7時～第10時「遊びのたしかめ」の段階において

授業の実際は以下の通りであった。 

※※連連携携協協力力校校のの時時間間割割変変更更やや日日課課変変更更にによよりり第第 1100 時時

ままででととななっったた。。  

  
図図 2211  リリーーググ戦戦展展開開図図  

  
図図 2222  自自由由でで未未確確定定ななチチーームム作作りり  

44..55..66  「「遊遊びびののたたししかかめめ」」ででのの子子どどもものの姿姿とと考考察察  

 「遊びのたしかめ」の段階では、ほとんどの子ども

が活動に夢中になって取り組んでいた。特に他の段階

時と比較して「マークされていない味方にパスを出す・

ボールとゴールが同時に見える位置に立つ（図 23）・

ボールを持っている相手をマークする」といった動き

がゲームの中で見られた。 

図図 2233  ボボーールルととゴゴーールルがが同同時時にに見見ええるる位位置置にに立立つつ  

 C 児について、ゲームの中で積極的に参加しボール

保持者（味方）と相手の間に入り、相手の邪魔をする

といった姿があった。（図 24）抽出児 A については、

活動に笑顔で参加しボー

ルに向かっていく姿があ

った。振り返りシートに

おいても、「楽しめた？」

への自己評価は B 評価と

なり以下のようなコメン 

図図2244邪邪魔魔ををすするるCC児児（（中中））  

考考察察  

○本活動「キッキングフリスビー」は、得点を競う

という点から 2.3 で述べたアゴン（Agon）にあた

る。また、「じゃんけん」といったことからアレア

（Alea）も本活動には含まれていると言える。 

○活動の中で、子どもたちの考えを基に「ゲーム時

間・コート・人数」といったルールが形成されてい

った。これは、2.2 及び 2.3 で述べたパイディア

【遊戯】として行われていた活動に「規則」という

遊びの特徴が加わったことで、ルドゥス【競技】へ

と活動が発展したと言える。その過程で子どもた

ちの活動に対する意欲も増加し、横たわってしま

うほど活動に夢中になっていったと考える。また、

競技的活動（ゴール型）へと変化し、その活動に夢

中になったことで「ゴールを狙ってパスする・ボー

ルをキープする」といったゴール型特有の技能が

見られた（子どもに習得された）と考える。 

○振り返りシートを見ると、中学校学習指導要領

解説保健体育編【p140】に示される「ボール操作・

ボールを持たないときの動き」（単元目標）に迫る

気づきが多い。これらの気づきは、「キッキングフ

リスビー」という活動が「規則」というものによっ

て故意に窮屈なルールを設けることで活動の中で

緊張を求める活動（ルドゥス）へと変化したことに

よって子どもが得ることができたものである。つ

まり、子どもたちが活動に夢中になる中で付加価

値として獲得したものであると考える。 

○抽出児Aについて、2回の欠席のため第4時から

の参加であった。第 4 時には、人数やコートとい

ったルールが確立されていた。コメントなどでの

姿は、ゲーム適応までに時間を要したためである

と考える。第6時には、ゲームに慣れたことで「前

よりはうしろめたい気持ちが軽くなった。」という

コメントが出てきたのではないかと考える。 

○○遊遊びびののたたししかかめめ  

  ・・自自分分たたちちののゲゲーームムをを楽楽ししももうう  

「遊びの工夫」で完成したルールで、勝ち上

がりのリーグ戦を行った。（図21参照） 

 ※※チチーームム編編成成ににつついいてて  

   毎時でチームメンバーの規則性を持たせな

いため、クラスごとに 1 つの円を作り 4 の通

し番号で 4 チーム（計 8 チーム）を作った。

（図22） 
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ㇳをしていた。 

  

第第 55章章  研研究究ののままととめめ  

  以下に示すのは、授業を振り返った子どもたちのコ

メントである。 

 こうしたコメントを見ると、「わくわくした・楽しい」

といったことから子どもたちが1.1で述べた運動有能

感を持つことで活動に夢中に取り組んでいたと言える。

また、ゴール型特有の技能も活動中の姿などから付加

価値として獲得していたと言える。 

 生涯スポーツについて「クラスの友情が深まった」

といったコメント以外にも「またやりたい」といった

コメントがあったことから、誰もがレクリエーション

を目的として気軽に参加する生涯スポーツの姿が授業

内で実現されていたと考える。さらに「日常生活で活

かしていきたい」といったコメントから、授業外にお

いても生涯スポーツの実現が期待できると考える。 

以上で述べたことは、本研究での成果である。しか

し、課題も挙げられた。その課題について以下に示す。 

 

第第 66章章  今今後後にに向向けけてて  

  本研究では、生涯スポーツの実現に向けて「遊びの

教材化」に着目した。しかし、その他にも様々な着眼

点がある。今後の授業実践においても、様々な着眼点

を基に生涯スポーツの実現に向けて努めていきたい。 
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○ロジェ・カイヨア，多田道太郎・塚崎幹夫訳（1990）遊びと人間【p30

～p41】【p42～p46】講談社 

○松田恵示（2016）「遊び」から考える体育の学習指導【p8～p13】創文

企画 

○清水幾太郎・霧生和夫（1970）遊びと人間（ホモ・ルーデンス）【p7

～p14】岩波書店 

○栗林正浩（2014）達成感・成就感を感じられる楽しい体育の授業に関
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プレイの楽しさを味わうことのできるボール運動・球技の授業づく

り【p13～p16】教育出版 

【【付付記記】】  

  本研究をまとめるにあたり、保健体育科講座の先生方をはじめ連

携協力校の先生方から多くの御指導や助言を頂いた。また、2年間に

わたる実習では、研究を進める中で様々な意見を聞かせてくれたり、

様々な姿を見せてくれたりした連携協力校の子どもたち。こうした

方々の支えがあったからこそ、新型コロナウイルス感染症渦中にお

いても研究を満足に進めることができた。最後に、本研究に携わって

いただいたすべての方々に感謝の意を表し本研究を終える。 

『今日、攻めてみた。思ったよりできた。』（第7時） 

『いつもよりよく動けた。』（第9時） 

考考察察  

○活動の中で図 23 のような動きが見られたこと

は、ゲームを行う経験を通して子どもたちが獲得

した技能である。つまり、2.1で述べた付加価値が

技能として現れたと考える。 

○C 児について図 24 のような動きは中学校学習

指導要領解説保健体育編【p140】にもある「空間

を作り出す動き」であると考える。では、なぜこ

の姿が生まれたのか。C 児は「遊びの工夫」時に

サッカー部に所属する子どもから、体を当てて邪

魔される場面があった。その後、図 24 のような

姿が見られた。こういったことから、C 児が 2.3

で述べたミミクリ（Mimicry）を行った結果、付加

価値として「空間を作り出す動き」という技能を

獲得したと考える。 

○抽出児 A について仲間から「～のように動い

て。」「○○ナイス！」といった声かけが行われて

いた。こういった声かけにより上記のような姿が

生まれたと考える。また、さらにゲームを行って

いくことで他の生徒のように、より大きな付加価

値（技能）を獲得することができると考える。 

『今回、「キッキングフリスビー」をしてみてまず

楽しかったなぁと感じました。理由は今までにな

かった不満な点があったら自分達で改善策を考え

て実行するといった授業形式に毎授業、とてもわ

くわくしていたからです。～』 

『～試合の数を重ねていくごとにパスが繋がった

りシュートが入ったりだんだん楽しいと思うよう

になりました。～』 

『～やっていくうちに 4 組 5 組のクラスの友情が

深まった。～』 

『～3 人で力を合わせてパスを繋いだ方が点を決

めやすかったので、協力という部分は日常生活で

活かしていきたいと思いました。』 

○本実践は男子のみであったことから、「性別に限

らず」という点について理解が深まったとは考え

にくい。（※他クラスでは男女共習も行えた。） 

○抽出児 A のように活動への慣れに時間を要する

子どもがその他の子どもと同等の学びを得るに

は、時間を要するため学びの進度を揃えることが

困難であること。 
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